
科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１５４０１

挑戦的萌芽研究

2014～2012

「見えない学力」を含めた「新音楽学力調査」の開発と実施

the development and implementation of "new test of music academic abilities" 
include hidden academic abilities

２００８３３８９研究者番号：

吉富　巧修（YOSHITOMI, KATSUNOBU）

広島大学・教育学研究科（研究院）・名誉教授

研究期間：

２４６５３２７８

平成 年 月 日現在２７   ６ １２

円     2,800,000

研究成果の概要（和文）：　音楽科の学力について見えない学力を含めて明らかにし、同時に、「新音楽学力調査」を
作成し、実施した。さらに、昭和40年代に岐阜県古川小学校において開発・実践された「ふしづくりの教育」の成立・
発展・消滅の要因について詳細に分析した。さらに、「ふしづくりの教育」の優れた成果を、小学校第１学年、第３学
年、及び第４学年の実際の授業実践の映像・録音から解明できたことは大きな成果である。「ふしづくりの教育」につ
いての多くの知見は、現代における音楽科の学力とは何かという課題と、それをどのように構築していくのかという方
法論の２つの側面から、大きな光明をもたらすものである。

研究成果の概要（英文）：In this study, we clarified the music academic abilities with involvement of 
hidden academic abilities. All together, we developed the “new test of music academic abilities”and put 
into operation. Moreover, we discussed the formation, development, and extinguishment of “fushizukuri 
education” developed in Furukawa Elementary School in Gifu Prefecture from the late 1960's to the early 
1970's with concrete data．It was also very significant that we could get better understandings of the 
extraordinary accomplishments of “fushizukuri education” by analyzing videos and a tape with actual 
coursework of 4th grade, 3rd grade, and 1st grade. Great number of findings from “fushizukuri 
education” will shed light on the following two issues; what music academic abilities in modern are, and 
the methodology how those abilities should be build up.

研究分野： 音楽科教育
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１．研究開始当初の背景 
 わが国の音楽科教育の内容について検討
すると、小学校学習指導要領・音楽科で示さ
れた内容のほとんどは、抽象的で不明確であ
る。目標と内容で具体的で明確なもののうち、
最も重要なものは、「ハ長調及びイ短調の楽
譜を見て歌う」というものである。 
 これまでに文部省・文部科学省が実施した
全国学力調査のうち、音楽科が採用された３
回の全国学力調査では、すべて「ハ長調及び
イ短調の楽譜を見て歌う」という内容は、調
査対象から除外されていた。 
 我々は、この「ハ長調及びイ短調の楽譜を
見て歌う」という内容こそが、音楽科学力の
中核となるものであると考える。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、音楽科における「みえる
学力」と「みえない学力」を評価する方法を
開発し、評価のための調査を実施し、最終的
に的確に評価することである。「みえる学力」
とは、ペーパー試験等でその学力が獲得され
たかどうかを容易に測定できる学力である。
小学校学習指導要領・音楽科に明示されてい
る、和音記号、音符・休符・記号等の理解が
これである。「みえない学力」とは、音楽に
感動する力や音楽に対する感受性である。小
学校学習指導要領・音楽科の目標に示された、
「心情」「感性」「情操」がこれである。これ
らに加えて、「みえにくい学力」がある。視
唱力のように、それを明らかにするためには、
膨大な時間と人手を必要とする学力がこれ
である。これら 3 つの学力は、音楽科教育に
とって、どれもが必要不可欠な学力である。 
 
３．研究の方法 
 ドイツのアビトゥーア試験、イギリスの
GCSE 試験、アメリカの全米学力調査
（NAEP）音楽試験から、「みえない学力」「み
えにくい学力」の評価方法を学ぶ。これらの
知見を加味して「新音楽学力調査」を開発・
作成し、本実施する。 
 さらに、昭和 40 年代に岐阜県古川小学校
で開発・実践され、大きな成果を挙げた「ふ
しづくりの教育」のカリキュラムや実際の
授業の分析によって、「ハ長調及びイ短調の
楽譜を見て歌う」という内容や音楽科学力獲
得にいたる方法論を明らかにする。 
 
４．研究成果 
 「新音楽学力調査」は順調に完成し、中
学校第１学年と小学校第６学年を対象とし
て実施され、成果を挙げることができた。 
 岐阜県古川小学校の「ふしづくりの教育」
の成立・発展・消滅についても、インタビ
ュー調査や当時の史料の発掘によって、多
くの知見を得ることができた。特に、これ
まで知られていたカリキュラムに加えて、
「ふしづくりの教育」の実際の授業の分析
によって、「ふしづくりの教育」の特徴の事

実を発見できたことは、大きな成果であっ
た。 
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